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ご自由に
お持ち帰り下さい
ご自由に

お持ち帰り下さい

ビジネスソリューション部  事業承継・M&Aサポートデスク

0120-275-361 E-mail:myb007@miyagin.co.jpR

2022年6月現在

宮銀コンピューターサービス株式会社は、2022年4月1日に社名を改めIT
サービスの提供のみならず「ソリューション」を提供する企業へと変革し
ました。

宮銀デジタルソリューションズ株式会社

みやぎんグループ一体となった取り組みで、
お客さまの IT・デジタル化をサポートします。

Grow Up With You

https://www.miyagin-ds.jp/
（株式会社宮崎銀行グループ会社）

入退社の手続きを楽にしたい！

年末調整の入力ミスをなくしたい！

シフト作成に手間がかかる！

給与計算を簡単にしたい！

請求書発行が多くて大変！

簡単な作業を自動化したい！
事業承継コンサルティング

自社株の概算評価
自社株移転のアドバイス
納税資金の対策

事業承継・M&Aのことなら
みやぎんへ

Grow Up With You事業承継・M&Aのことなら
みやぎんへ

事業承継・M&Aのことなら
みやぎんへ

地元企業さまの継続的な発展に向
け、円滑な事業承継を積極的に支
援いたします。

M&Aコンサルティング

相手先の検索
企業価値評価のアドバイス
M&Aスキームの立案

お客さまの後継者不在問題や業務
拡大のニーズにお応えするため、
M&Aを積極的に取り組みます。

会社を後継者へスムーズに承継したい

事業の選択と集中のために、事業の一部を分離したい

会社の業務を拡大させたい（シェア拡大、他地域への進出）

組織再編により事業を再構築したい 後継者がいないが会社を存続させたい

自社株評価を知りたい
このような悩みはありませんか？

SDGsに取り組みたいけど、どうすればいいか分からない…

SDGs達成に向けて、当社が解決すべき
課題は？

これまで取
り組んでき

たことを、

SDGsにどう
つなげる？

企業価値の
向上や

人材確保に

つなげたい
！

SDGs達成に向けて取り組むお客さまを全力でサポートします！

SDGsビジネス
コンサルタント
Mr.ジーズ

SDGs経営支援サービス

「環境」「社会・職場環境」「組織体制」「サステナブルな取り組み」の
4つの分野から40問の質問に回答いただきます。

STEP

1

回答いただいたアンケート結果を基に、 お客さまの強みや課題を分析し、
診断レポートを作成します。

STEP

2

診断レポートや面談結果から、お客さま独自の「SDGs宣言書」策定を
サポートします。「SDGs宣言書」は当行ホームページへ掲載し、
対外PRを行います。 

STEP

3

SDGsに取り組むことで新た
な価値を創造し、他社との
差別化も図れ、企業を取り
巻く人々によいイメージを与
えることができるんです！

［対象］当行とお取引のある法人・個人事業主のお客さま
［取扱店舗］全営業部店　［業務委託費］110,000円（税込み） SDGs宣言書

掲載ページ→

うまく経営に取り込み
チャンスに変えましょう !!

チェックシート回答

診断レポート作成

SDGs宣言書策定

このようなオーナー経営者のご相談に事業承継・M&A支援室の専
門スタッフが中心となり、お客さまの経営課題の解決にオーダーメ
イドで対応してまいります。



[宮崎銀行 2021年度決算ハイライト]

株式についてのご案内

◎2021年度の詳細な決算情報が記載されたディスクロージャー誌「資料編」は、2022年7月末に当行ホームページに掲載いたします。

□事業年度／毎年4月1日から翌年3月31日まで
の1年といたします。

□定時株主総会／毎年6月に宮崎市で開催いた
します。

□配当金／期末配当金は、毎年3月31日現在の
株主の皆さままたは登録株式質権者さまに定
時株主総会終了後、お支払いいたします。中間
配当を行う場合は、取締役会の決議により毎
年9月30日現在の株主の皆さままたは登録株
式質権者さまに、お支払いいたします。
なお、配当金のお受け取りには、当行本支店、出
張所の預金口座へのお振り込みをご利用いた
だきますと、早くて便利です。

□基準日／定時株主総会については3月31日と
いたします。

　その他必要があるときは、あらかじめ公告して
定めます。

□公告方法／当行ホームページへ掲載いたしま
す（電子公告）。ただし、事故その他やむを得な
い事由によって電子公告による公告をするこ
とができない場合は、宮崎日日新聞および日
本経済新聞に掲載いたします。

□株主名簿管理人／東京都中央区日本橋茅場町
一丁目2番4号

　日本証券代行株式会社
□同事務取扱場所／福岡市中央区天神二丁目
14番2号

　日本証券代行株式会社 福岡支店　
　☎（092）741-0284
□郵便物送付先・お問い合わせ先／〒168-
　8620 東京都杉並区和泉二丁目8番4号 日本
証券代行株式会社 代理人部

　　  0120-707-843
□各種手続のお申し出先／（1）未払配当金のお
支払いについては、株主名簿管理人にお申し
出ください。

　（2）住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当
金受取方法の指定等については次のとおりお
願いいたします。

　①証券会社をご利用の株主の皆さまは、お取
引の証券会社へお申し出ください。

　②証券会社をご利用でない株主の皆さまは、
特別口座の口座管理機関である日本証券代行
株式会社へお申し出ください。
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経常収益
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コア業務純益

557億円
（前年度比 ＋86億円）
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174億円
（前年度比 ＋42億円）

経常利益

2019年度 2020年度

105110110

2021年度

（億円）

当期純利益

105億円
（前年度比 △5億円）

2019年度 2020年度

667276

2021年度

（億円）

66億円
（前年度比 △6億円）

貸出金残高

2019年度末 2020年度末 2021年度末

（億円） 2兆2,635億円
（前年度末比 ＋1,058億円）

2023年3月期年間配当金合計：1株あたり110円
【中間配当】対象となる株主

1株あたり配当金

お支払開始日

2022年9月30日現在の株主の皆さま
普通配当50円および記念配当10円
合計60円
2022年12月9日（金）［予定］

【期末配当】対象となる株主
1株あたり配当金
お支払開始日

2023年3月31日現在の株主の皆さま
普通配当50円
2023年6月［予定］

預金等残高

2019年度末 2020年度末 2021年度末

（億円） 2兆9,980億円
（前年度末比 ＋1,780億円）
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トップインタビュー

創立90周年記念配当（2023年3月期中間配当）について

　当行は、2022年8月2日に創立90周年を迎えます。こ

れもひとえに、株主の皆さまをはじめ関係各位の長年に

わたるご支援、ご愛顧の賜物と心から感謝申し上げます。

　株主の皆さまの日頃のご支援に感謝の意を表すため、

2022年9月30日現在の株主の皆さまに対する、2023年

3月期の中間配当につきまして、1株あたり10円の記念配

当を、実施させていただく方針といたしました。

　皆さまには、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。

　皆さまには、平素から宮崎銀行を
ご利用、お引き立ていただき、誠に
ありがとうございます。

　当行は、2022年8月2日に創立90
周年を迎えます。1932年に県民銀
行として設立されて以降、当行は「地
域との共存共栄」を経営理念として、
地域経済の発展に努めてまいりまし
た。地域社会、お客さま、株主さま、
従業員等すべてのステークホルダー
のご支援の賜物であり、深く御礼申
し上げます。

　さて、新型コロナウイルス感染症
という未曾有の危機に対して、地域
社会が一丸となり、社会経済活動の
正常化に向けた取り組みを強化する
中、当行は地域経済を支える地方銀
行として、コロナ禍の影響を受けら
れたお客さまへの資金繰り支援に加
え、課題解決や経営改善等のコンサ
ルティング機能を提供することによ
るお客さまの事業継続支援など、さ
まざまな支援を行ってまいりまし
た。引き続き、コロナ禍から新しい
世界への幕開けに向かって、役職員
一丸となって誠心誠意取り組んでま
いる所存です。

　2021年度を振り返りますと、感
染症拡大防止と業務継続の両立が求
められる中、中期経営計画「With 
You」の2年目として、計数面、施
策面ともまずまずの成果を残すこと
ができたと評価しています。具体的
には「みやぎんアプリ」・「法人イン
ターネットバンキング」の機能向上、
シンジケートローンやプロジェクト
ファイナンスの組成など、お客さま
や地域とともに成長する取り組みを
積極的に展開し、また2022年2月
には「TCFD(気候変動関連財務情報
開示タスクフォース)」提言への賛
同を表明し、気候変動･環境問題へ
の対応も強化しております。

　今後を展望し地方銀行を取り巻く
環境に目を向けますと、人口減少等
を主因とする地方経済の縮小という
中長期的な課題に加え、新型コロナ
ウイルス感染拡大に伴う景気低迷、
地政学リスクの増大、気候変動への
対応等、複雑性･不確実性が一層増
す中、地方銀行は「サステナビリティ
(持続可能性）」を起点としたビジネ
スモデルの変革が求められておりま
す。

　このような中、当行といたしまし
ては、4大コア業務である預貸業務、
預り資産業務、ソリューション業務、
市場運用業務において、規模の拡大
と効率性の向上を通じて、収益性を
高めることで既存業務の成長性を示

していく必要がある一方、「地域の
サステナビリティ」を志向した新規
業務の展開も重要になってきていま
す。デジタル化や気候変動等の大き
な社会変化に対して、地域やお客さ
まは多くの課題に直面しており、そ
うした課題に対して当行が地域と一
体となり解決策を講じることが、地
域のサステナビリティにつながると
考えています。新たな付加価値の提
供には相応の時間が必要となります
が、長期的な視点を持ちながら、地
域の新しい未来を創るべく、邁進し
てまいります。

　最後に、90周年という節目に際
し、当行の基盤を築いてこられたス
テークホルダーの皆さまと諸先輩方
のご尽力に感謝するとともに、次の
10年、20年の持続的な成長を見据
えた舵取りの重要性を改めて感じて
おります。当行はこれからも地域の
リーディングバンクとして、お客さ
まと地域の「新しい未来」の実現に
向け、果敢にチャレンジしてまいり
ます。引き続き、宮崎銀行をご愛顧
賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

取締役頭取 杉田 浩二

おかげさまで 90周年



　当行の営業基盤である宮崎･鹿児島県に
おいては大規模な台風の影響を受けるな
ど、気候変動への対応は企業経営の大き
な課題となっていることから、2022年2
月、「TCFD(気候変動関連財務情報開示タ
スクフォース)」提言への賛同を表明しま
した。気候変動･環境問題への対応を強化
するとともにTCFD提言を踏まえたリスク
･機会に関する情報開示の充実に努めてま
いります。

　2021年11月、地元企業のSDGsへ
の取り組みを支援するため、「SDGs
経営支援サービス」の取り扱いを開始
しました。企業の取り組み状況を分析
し、独自の「SDGs宣言書」策定を支
援するサービスであり、2022年3月
末で119社のご利用をいただきまし
た。引き続き、地域社会における
SDGsの普及･促進に向けた活動を行
うことで、持続可能な地域社会の実現
を目指してまいります。

　宮崎県が実施するPFI事業「県プー
ル整備運営事業」に対し、地域金融
機関等との協調によるシンジケー
ション方式のプロジェクトファイナ
ンスを組成しました。社会整備とい
う公共性の高いPFI事業に対し、さ
まざまな支援を行うことで地域経済
の活性化を通じた地方創生の実現を
目指してまいります。

ENVIRONMENT
「TCFD(気候変動関連財務情報開示
タスクフォース)」提言への賛同

経営企画部
濵﨑 加奈子

「SDGs経営支援サービス」の
取り扱いを開始しました

ビジネス
ソリューション部
真柴 祐希 宮崎県プール整備運営事業に対する

プロジェクトファイナンスを組成しました

ビジネス
ソリューション部
井戸川 源

環境

SOCIAL社会

SOCIAL社会
画像提供：宮崎県

写真はイメージ

90年のあゆみ

［行章］

［行書字体］

［行是綱要］

［当行カラー］

［イメージマーク］

［キャッチコピー］

行章は、創立30周年に行内公
募により制定され、三つの「ヤ」
と円で構成されています。三
つの「ヤ」は宮崎の宮(ミヤ)と
毛利家の故事(三本の矢)を表
し、中央に円を配し円満(和)
と団結を表現しています。

当行の前身「日向興業銀行」本店

当行の経営理念である
「行是綱要」は、創立30
周年に制定されました。

濃紺

明日の夢　人から人へ

宮崎銀行のイニシャルであるアルファベットの「M」を
基本形にし、マイバンクの「M」と地域の人々を表す漢
字の「人」をシンボライズしています。ブルーは宮崎銀
行を表すとともに、宮崎の青い空、青い海原を表し、グ
リーンは宮崎の豊かな大地を表現し、当行と地域社会
が共生・共感する姿をイメージしています。また、全体
を波型にして未来への躍動感を表しています。

　当行は、2022年8月2日に創立90周年を迎えます。1932年(昭和7年)に県民銀行として設立され、創立30周年を機に行名を「日向
興業銀行」から「宮崎銀行」に改称し、「地域との共存共栄」の経営理念のもと、地域経済の発展、健全経営に努めてまいりました。現在、
グローバル化、デジタル化に加え、感染症拡大や気候変動への対応など、当行を取り巻く環境は大きく変動しております。90周年を機に、
改めて「郷土とともにある地方銀行」という当行の使命を胸に刻み、地域経済の活性化と企業価値の向上に努め、すべてのステーク
ホルダーの皆さまの期待と信頼にお応えすべく、全力で取り組んでまいります。

第2次世界大戦
終戦

東京オリンピック

札幌オリンピック(冬季)
第1次石油危機(オイルショック)

第2次石油危機(オイルショック)

平成改元
消費税3％導入
ベルリンの壁崩壊
バブル崩壊
湾岸戦争

阪神･淡路大震災
消費税の税率が5％へ引き上げ

長野オリンピック(冬季)
ITバブル

アメリカ同時多発テロ事件

イラク戦争

リーマン･ショック

口蹄疫の発生

新燃岳の爆発的噴火
東日本大震災

消費税の税率が8％へ引き上げ

えびの高原の硫黄山が250年ぶりに噴火
令和改元

消費税の税率が10％へ引き上げ
新型コロナウイルス世界中で感染拡大
東京オリンピック
ロシア軍、ウクライナ侵攻

1939年
1945年

1964年

1972年
1973年

1978年

1989年
1989年
1989年
1990年
1991年

1995年
1997年

1998年
1999年

2001年

2003年

2008年

2010年

2011年
2011年

2014年

2018年
2019年

2019年
2020年
2021年
2022年

1932年7月

1962年8月 30周年を機に、行名を「宮崎銀行」へ改称

1971年8月 新本店完成

1975年10月 福岡証券取引所に株式上場

1992年8月 イメージ･マークの制定(60周年事業)

1998年12月 投資信託販売開始

2001年6月 個人向けインターネットバンキング開始

2002年8月 新キャッチコピーの制定(70周年記念事業)

2003年11月
2008年1月
　　　 5月

法人向けインターネットバンキング開始
保険窓販全面解禁商品の窓口販売開始
本店別館開設

2010年1月 資本金146億円に増資

2011年1年 じゅうだん会共同版システム稼働

2012年6月 宮崎銀行女子陸上部創部(80周年記念事業)

2016年6月 監査等委員会設置会社へ移行

2019年6月 指名報酬委員会設置

2022年4月 東京証券取引所プライム市場へ移行

1986年10月
1988年9月

東京･大阪証券取引所市場第2部に株式上場
東京･大阪証券取引所市場第1部に指定替え(大証2002年3月上場廃止)

貸出金100万円預金300万円

行名の字体は書家柳田泰雲氏の揮毫によるものです。

株式会社日向興業銀行設立(資本金200万円)、8月2日開業

預金2兆9,529億円
(除く譲渡性預金)

貸出金2兆2,635億円

54

宮崎銀行は、持続可能な開発目標「SDGs」の趣旨に賛同し、
その目標達成に向けて、役職員一人ひとりが主体的に取り組んでまいります。

井戸川 源
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預金と貸出金の推移



　地域におけるスポーツ振興支援のため、
当行の創立80周年を記念し創部された宮崎
銀行女子陸上部は、2022年6月に創部10
周年を迎えました。4月に新たなメンバー
1名を加え、9名の明るく元気のある新チー
ムで創部当初からの目標であるクイーンズ
駅伝(全日実業団女子駅伝)出場を目指し、
県内唯一の実業団女子陸上部として地域の
皆さまに勇気･希望･感動をお届けできるよ
うチーム一丸となって練習に日々励んでい
ます。今後とも引き続き、温かいご声援を
よろしくお願いします。

頑張れ、陸上部!!

　当行では、「みやぎん健康宣言」を策定し、従業員の健康
を重要な経営資源の一つとして位置付けています。健康保
険組合･従業員組合･銀行の共同によるアプリを利用した
ウォーキング大会の開催や健康づくりセミナーの定期的開
催、新型コロナワクチンの職域接種等の取り組みが評価さ
れ、2022年1月、スポーツ庁より「スポーツエールカンパニー
2022」に2年連続で認定を受け、同年3月には経済産業省
および日本健康会議より、「健康経営優良法人2022」に5年
連続で認定されました。これからも、従業員とその家族一
人ひとりの心身の健康･維持に取り組んでまいります。

　2022年4月、当行は東京証券取引
所の新市場区分において最上位の
「プライム市場」へ移行しました。
より高いコーポレート･ガバナンス
水準の具備と投資家との建設的な対
話を実践し、持続的な成長と中長期
的な企業価値の向上へ積極的に取り
組んでいきます。

東証「プライム市場」へ移行しました

経営企画部
野口 直寛

人事部
緒方 有貴

　2021年10月、「みやぎんアプリ」
に投資信託銘柄別の基準価額･騰落率
･決算日のプッシュ通知設定や運用損
益･時価評価額等保有投信銘柄の明細
表示ができる機能を追加しました。
今後も多様化するお客さまのニーズ
に幅広くお応えするため、最新のITや
デジタル技術を活用したサービス拡
充に取り組んでまいります。

みやぎんアプリ「投信情報お知らせ」
の機能を追加しました！

マネー
コンサルティング部
四本 渉

SOCIAL社会

　2021年10月、学術･文化の振興お
よび活力ある経済社会の形成ならびに
地域経済の活性化を図ることを目的
に、宮崎国際大学と「包括連携に関す
る協定」を締結しました。宮崎県内企
業のグローバル人財育成など幅広い分
野で相互に協力してまいります。

宮崎国際大学との包括連携協定を締結しました！

国際部
穐永 香央里

SOCIAL社会

　2021年12月、高校生の金融リテラシー向上に
資する取り組みの一環として、全国高校生金融経
済クイズ選手権「エコノミクス甲子園」宮崎県大
会を開催しました。クイズを通じて金融経済の仕
組みを学習できるもので、地方大会優勝者には、
全国大会の出場権および奨学金(総額200万円･返
済不要)への応募権が付与されます。今回は、県
内7校から16チーム総勢32名がエントリーし、
オンラインで熱戦を繰り広げました。今後も、若
者が将来経済的に自立し、より良い暮らしの実現
を可能とするため、地域の未来を担う子どもたち
の金融知識の育成をお手伝いします。

エコノミクス甲子園宮崎県大会を開催しました

経営企画部
鈴木 研郎

SOCIAL社会

健康経営に取り組んでいます
SOCIAL社会

　人口減少や少子高齢化に伴い、「人材」に関する
経営課題を抱える企業が増加する中、グループ会社
である「宮銀ビジネスサービス株式会社」において
人材紹介業務に取り組んでいます。2022年3月、
昨年に引き続き、内閣府「先導的人材マッチング事
業」の間接補助事業者に採択されました。人材紹介
を通じてお客さまの経営課題を解決することで、地
域経済の持続的な成長に貢献してまいります。

ビジネス
ソリューション部
竹下 浩二

人材紹介業務に取り組んでいます
SOCIAL社会 SOCIAL社会

GOVERNANCE企業統治

　2021年10月、新たなビジネスへのチャレンジを考
えている女性の事業化への夢を後押しすることを目的
に、「女性起業家ビジネスプランコンテストW-ing 
MIYAZAKI」を開催しました。4回目となる今回は32
名の応募があり、書類審査、プレゼン審査を勝ち抜い
た5名によるプレゼンテーションが行われ、「超吸収
型サニタリーショーツの製造･販売」を提案した鈴木
幸菜さんがグランプリに輝きました。今後も、女性が
活躍できる社会づくりを応援し、地域経済の成長･発
展につなげてまいります。

女性起業家ビジネスプランコンテストを開催しました！

ビジネス
ソリューション部
小倉 弘子

お客さま

宮崎銀行

宮銀ビジネスサービス

提携する
人材紹介業者

❺人材の紹介
❶人材ニーズの
　把握

❹連携
❷紹介

❸ニーズ
ヒアリング
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ご自由に
お持ち帰り下さい
ご自由に

お持ち帰り下さい

ビジネスソリューション部  事業承継・M&Aサポートデスク

0120-275-361 E-mail:myb007@miyagin.co.jpR

2022年6月現在

宮銀コンピューターサービス株式会社は、2022年4月1日に社名を改めIT
サービスの提供のみならず「ソリューション」を提供する企業へと変革し
ました。

宮銀デジタルソリューションズ株式会社

みやぎんグループ一体となった取り組みで、
お客さまの IT・デジタル化をサポートします。

Grow Up With You

https://www.miyagin-ds.jp/
（株式会社宮崎銀行グループ会社）

入退社の手続きを楽にしたい！

年末調整の入力ミスをなくしたい！

シフト作成に手間がかかる！

給与計算を簡単にしたい！

請求書発行が多くて大変！

簡単な作業を自動化したい！
事業承継コンサルティング

自社株の概算評価
自社株移転のアドバイス
納税資金の対策

事業承継・M&Aのことなら
みやぎんへ

Grow Up With You事業承継・M&Aのことなら
みやぎんへ

事業承継・M&Aのことなら
みやぎんへ

地元企業さまの継続的な発展に向
け、円滑な事業承継を積極的に支
援いたします。

M&Aコンサルティング

相手先の検索
企業価値評価のアドバイス
M&Aスキームの立案

お客さまの後継者不在問題や業務
拡大のニーズにお応えするため、
M&Aを積極的に取り組みます。

会社を後継者へスムーズに承継したい

事業の選択と集中のために、事業の一部を分離したい

会社の業務を拡大させたい（シェア拡大、他地域への進出）

組織再編により事業を再構築したい 後継者がいないが会社を存続させたい

自社株評価を知りたい
このような悩みはありませんか？

SDGsに取り組みたいけど、どうすればいいか分からない…

SDGs達成に向けて、当社が解決すべき
課題は？

これまで取
り組んでき

たことを、

SDGsにどう
つなげる？

企業価値の
向上や

人材確保に

つなげたい
！

SDGs達成に向けて取り組むお客さまを全力でサポートします！

SDGsビジネス
コンサルタント
Mr.ジーズ

SDGs経営支援サービス

「環境」「社会・職場環境」「組織体制」「サステナブルな取り組み」の
4つの分野から40問の質問に回答いただきます。

STEP

1

回答いただいたアンケート結果を基に、 お客さまの強みや課題を分析し、
診断レポートを作成します。

STEP

2

診断レポートや面談結果から、お客さま独自の「SDGs宣言書」策定を
サポートします。「SDGs宣言書」は当行ホームページへ掲載し、
対外PRを行います。 

STEP

3

SDGsに取り組むことで新た
な価値を創造し、他社との
差別化も図れ、企業を取り
巻く人々によいイメージを与
えることができるんです！

［対象］当行とお取引のある法人・個人事業主のお客さま
［取扱店舗］全営業部店　［業務委託費］110,000円（税込み） SDGs宣言書

掲載ページ→

うまく経営に取り込み
チャンスに変えましょう !!

チェックシート回答

診断レポート作成

SDGs宣言書策定

このようなオーナー経営者のご相談に事業承継・M&A支援室の専
門スタッフが中心となり、お客さまの経営課題の解決にオーダーメ
イドで対応してまいります。


